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1  はじめに

東北地域の大豆作は ,作付面積はほぼ 38,lllXlllaと

国内の地域別で最も広 く,生産量は 5万 tに達してい

る。しかしその単収は九州地方や北海道と比較すると

低く,特に平成 14年度は天候による被害も加わり,10a

あたり 130kg以下に止まつている.品質に関しても,

蛋自質含有量の低下,裂皮やしわ粒の発生など問題が

生じている地域もあり,高品質大豆の安定生産には程

遠い状況にある。そこで筆者らは,栽培条件等を異に

する東北地域の試験回場で収穫された大豆について ,

品質評価項目である主要成分の測定と豆腐加工適性の

評価を行い,高品質大豆安定生産技術の確立に資する

情報を提供することを目的として分析を行つている.

この報文では,平成 14年産の大豆について分析を行

つた結果を報告する。

2 材料及び方法

供試材料の大豆は,転換畑期間年数及び施肥条件が

異なる場合と土壊条件が異なる場合,及び同一地域内
における圃場間差及び栽培条件が異なる場合の 3種類

の試験において栽培・収穫されたものを用いた。供試

品種は全て「 リュウホウ」である.

(1)転換畑期間年数及び施肥条件による影響
供試材料の栽培は,東北農業研究センター水田利用

部田畑輸換試験田で行つた.試験区は,田畑輪換年数

が短期(2年 )で有機物 (稲わら)施用区と無施用区の

2区 ,田畑輪換年数が長期(4年 )で有機物及び追肥施

用区,有機物のみ施用区,追肥のみ施用区の 3区計 5

区である.

(2)土壌条件の影響
供試材料の栽培は,東北農業研究センター内土壌が

異なる圃場において行つた。土壊の種類は,灰色低地

上 (灰系),灰色低地土 (灰褐系),黒ボク土 (活性
アル ミナを多 く含み,酸性を呈するもの.以後酸性と

略す),黒ボク土,黄色上の 5種類であつた。

(3)同一地域内の圃場間差及び栽培条件の影響
供試材料の栽培は,秋田県太田町内の 5つの圃場で

行つた。試験区として標準区と多条区を設けた.標準

区は,条間 75clll株 間 18cmであり,多条区は条間 45cm

株間 27cnlと した。

評価を行つた品質項目は,蛋自質含有量,水分,粗

脂肪含有量 ,豆腐破断強度である.蛋自質含有量と水

分,粗脂肪含有量は,近赤外分光分析装置 (テ イケー

ター社インブラテック 1241)に よる全粒分析で毅」定

した.豆腐破断強度は,6倍加水 ,生 しばり法で豆乳
を作成し,GDLを最終濃度 03%になるように加えて
凝固させて作成.レオテツク社レオメータを用いて破

断強度を測定した .

3 結果及び考察

(1)転換畑期間年数及び施肥条件による影響
結果を表 1に示した。同じ転換畑期間年数において

比較した場合 ,有機物無施用の場合蛋自質含有量が高

く,粗脂肪含有量が低くなる傾向が見られた.蛋自質

含有量はとくに有機物無施用かつ追肥無施用で最も高

かった。豆腐破断強度は有機物施用の場合低く,無施

用で高く,転換畑 4年目よりも 2年目の方が高く,追
月巴をしないとさらに高くなることが示された。この結

果より,転換畑期間年数及び施月巴条件の影響により,
主要成分のみならず,豆腐破断強度が大きく変動する

ことが示された .

(2)土壊条件の影響
結果を表 2に示した.土壊条件が異なる場合では ,

灰色低地土 (灰褐系)で蛋自質含有量が低く,組脂肪

含有量が高い傾向が見られた。豆腐破断強度は灰色低

地上 (灰系),黒ポク土 (酸性),黄色上で高かった。

この結果より,土壊条件の違いにより豆腐破断強度が

変動すること,また同じような蛋自質含有量でも豆腐

破断強度が異なる場合があることが示された .

(3)同一地域内の圃場間差及び栽培条件の影響
結果を表 3に示した。現地圃場については,第 1圃

場において蛋自質含有量が高く,特に多条栽培ではさ

らに高くなり,また粗脂肪含有量が低くなる傾向を示

した。豆腐破断強度は第 5圃場で低かつた。この結果

より,同 じ地域内においても,圃場が異なるだけで品

質が変動することが明らかになつた .

平ら
1)"は ,大豆の成分に関して,品種間差が大き

いこと,栽培方法の影響は小さいこと,ま た産地間差

があることを明らかにしている。また豆腐の破断強度

が大豆の蛋自質含有量と正の相関関係があることも明
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表1施肥条件が大豆の品質に及ぼす影響

転換畑期間

(年数)

有機物 追肥 豆腐破断強度  蛋白質含有量
cg/m2)     ①

水分

α)

粗脂肪含有量

“

)

4

4

2

2

4

施用

無施用

施用

無施用

無施用

施用

施用

施用

施用

無施用

54.0 
p

387

404

382

408

410

139

138

135

13_8

138

223

219

226

219

214

702

479

1057

839

一
　

一
　

一
　

一
　

一

a.b等アルファベットの間には危険率誂で有意差がある 蛋白質含有量と粗脂肪含有量は乾物換算値

表2土壌条件が大豆の品質に及ぼす影響

土壌 豆腐破断強度  蛋白質含有量
lg/m2)     0)

水分

“

)

粗脂肪含有量

(%)

灰色低地上(灰系)

灰色低地土(灰褐系)

黒ボク土(酸性)

黒ボク土

貴色土

to1.2 d 
4g,4

64.8 ^ 40.3

89.2 c 
43.5

68.2 D 
43.6

98.6 d 
43.g

150

147

151

147

152

196

211

198

193

194

a

b

a

a

a

a,b等アルファベットの間には危険率誂で有意差がある 蛋自質含有量と粗脂肪含有量は乾物換算値

黒ボク土(酸性)は、活性アルミナを多く含み、酸性を呈する黒ボク土

表3圃場間差及び栽培条件の影響

栽培方法 □場番号 豆店破断強度

(g/m2)

蛋白質含有量

α)

水分

(り

粗脂肪含有量

α)

標準

多条

標準

標準

標準

標準

1048

1172

913

1130

1006

843

1

1

2

3

4

5

512 b°

522 C

494 a

508 b

505 b

50Ю ab         14 2

144

144

144

143

141

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

235 abo

229 a

232 ab

232 ab

240 C

235 b°

a,b等アルファベットの間には危険率眺で有意差がある 蛋白質含有量と相脂肪含有量は乾物換算値

らかにされている。しかし,本研究の結果において ,
施肥条件等を制御することにより,大豆の成分含有量
が変動すること,さ らに成分含有量の変動よりも豆腐

破断強度は大きく変動し,施肥条件の違いでは 2倍以
上,土壊条件の違いでも 15倍以上,回場間差でも 10%

以上変動することが明らかになった。

今までに大豆の成分の品種間差異,栽培条件や産地

間差の影響等が研究され報告されている。しかし,加
工適性 ,特に製品を実際に作成し,その品質を評価し
た研究は,煮豆等に関するものを除くと非常に少なく,

高品質大豆安定生産方法の確立の為には情報が不足し

ていると思われる.

今後もこの研究を継続し,得られた結果は順次報告
していく予定である.
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